
左
の
図
は
、
藤
島
地
域

に
義
務
教
育
学
校
（
小
中

一
貫
校
）
１
校
だ
け
に
な、

っ
た
場
合
の
イ
メ
ー
ジ
と

周
辺
の
小
・
中
学
校
の
配

置
図
で
す
。

隣
の
三
川
町
は
、
面
積

は
藤
島
地
域
の
半
分
程
度

で
す
が
、
３
つ
の
小
学
校

と
１
つ
の
中
学
校
で
す
。

藤
島
地
域
に
１
校
だ
け

に
な
れ
ば
、
周
辺
部
は
遠

い
と
こ
ろ
だ
と
、
１
時
間

近
く
も
か
か
る
通
学
時
間

が
９
年
間
も
続
き
ま
す
。

い
く
ら
立
派
な
学
校
が

出
来
て
も
「
通
学
が
不
便

、

な
と
こ
ろ
に
子
ど
も
は
い

な
い
」
と
い
う
の
が
現
実

で
す
。学

校
統
廃
合
は
平

「

」
「

成
の
大
合
併
」
に
似
て
い

ま
す
。

当
時
の
藤
島
町
長
は
、

「
小
規
模
町
村
は
財
政
的

に
や
っ
て
い
け
な
い

大
」、「

き
い
こ
と
は
い
い
こ
と

だ

「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ

」、
る
な
」
と
言
っ
て
、
率
先

し
て
合
併
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
果
は
、
少

子
化
時
代
に
突
入
し
、
大

き
な
鶴
岡
市
に
な
っ
た
た

め
、
き
め
細
か
な
対
策
が

出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

隣
の
三
川
町
は
、
小
規、

模
で
も
自
立
の
選
択
を
し

万
円
～

万
円
の
出
産

10

50

祝
金
な
ど
手
厚
い
子
ど
も

支
援
を
実
現
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
は
、
自
立

の
三
川
町
に
移
っ
て
行
き

ま
し
た
。

過
疎
地
域
で
あ
れ
ば
、

小
規
模
校
は
当
然
で
す
。

複
式
学
級
が
「
悪
い
」

と
い
う
根
拠
は
な
く
、
地

域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く

り
の
地
道
な
取
り
組
み
を。

進
め
る
こ
と
が
本
筋
で
す
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村
の
四
季

38
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

村
の
伝
統
を
継
い
で
④

八
色
木
相
撲

藩
政
時
代
の
八
色
木
村

は
、
鶴
岡
（
酒
井
藩
）
と

松
嶺
（
松
山
藩
）
と
を
結

ぶ
松
嶺
街
道
の
中
間
地
で

あ
り
、
参
勤
の
際
の
休
憩

地
で
あ
っ
た
。

八
色
木
村
は
松
山
領
で

あ
り
、
近
隣
す
る
村
々
の

。

、

中
心
地
で
あ
っ
た
経
済

文
化
の
面
で
も
繁
栄
し
た

所
で
あ
る
。
名
刹
永
慶
寺

め
い
さ
つ

や
薬
師
堂
を
拠
点
に
、
俳

句
や
祭
り
行
事
は
大
変
な

賑
わ
い
で
あ
っ
た
。

特
に
奉
納
相
撲
に
は
各

地
か
ら
力
士
が
集
ま
り
、

夜
店
も
多
く
出
店
さ
れ
、

佐
五
兵
衛
さ
ん
の
処
ま
で

立
ち
並
ん
だ
と
い
う
。

毎
年
８
月

日
は
、
夏

17

の
祭
典
で
あ
る
（
大
正
後

期
頃
ま
で
は
旧
暦
８
月
８

日
。
沿
道
に
は
店
屋
が
並

）
び
、
羽
黒
山
八
朔
祭
、
余

目
八
幡
祭
、
八
色
木
薬
師

祭
の
３
大
祭
と
い
わ
れ
て

い
た
。

祭
り
の
最
大
イ
ベ
ン
ト

は
相
撲
大
会
で
あ
っ
た
。

境
内
に
円
形
二
重
に
俵
を、

巡
ら
し
た
土
俵
は
珍
し
く図

立
派
な
も
の
で
あ
る
（。

・
二
重
土
俵
と
梵
天
）

夕
方
か
ら
若
者
が
集
ま

り
、
遊
び
角
力
か
ら
始
ま

す
も
う

る
（
八
色
木
に
は
子
ど
も

相
撲
は
な
か
っ
た
。）

堂
内
で
は
、
勧
進
元
の

人
た
ち
が
祝
酒
を
あ
げ
、、

機
嫌
も
良
く
な
っ
た
こ
ろ

土
俵
に
出
て
軍
配
を
上
げ

る
。
行
司
役
は
毎
年
同
じ

人
が
行
っ
て
い
た
。

土
俵
の
周
り
に
は
人
垣

が
二
重
三
重
と
な
り
、
他

の
村
々
か
ら
も
、
浴
衣
の

袖
を
肩
ま
で
ま
く
し
上
げ

た
若
者
の
見
物
客
が
応
援

し
た
り
、
見
物
客
同
士
で

ヤ
ジ
を
飛
ば
す
。

行
司
は
酩
酊
し
て
い
る

が
、
力
士
は
い
っ
さ
い
文

句
は
言
わ
な
い
。

相
撲
の
競
技
に
は
、
取

組
相
撲
と
走
り
が
か
り
相

撲
が
あ
る
。
前
座
は
走
り

が
か
り
が
多
い
。
出
来
る、

だ
け
多
く
の
取
組
を
見
せ

大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と。

い
う
配
慮
か
ら
で
あ
ろ
う

、

競
技
は
東
西
に
分
か
れ

似
た
よ
う
な
体
格
の
も
の

。

、

が
出
て
取
り
組
む
ま
た

行
司
が
控
え
の
力
士
を
促

し
て
取
り
組
む
。
し
ぶ
し

ぶ
出
る
者
も
あ
れ
ば
「
待
、

っ
て
ま
し
た
」
と
ば
か
り

出
る
者
も
い
る
。

い
よ
い
よ
、
梵
天
相
撲

に
な
る
頃
は
、
行
司
の
酔

い
も
醒
め
真
剣
に
な
る
。

東
西
相
対
し
て
一
列
に
並

べ
、
年
齢
、
体
格
等
を
見

比
べ
て
順
序
を
決
め
る
。

三
番
切
り
は
３
人
連
続

勝
で
あ
る
。
五
番
切
り
は

５
人
勝
ち
抜
き
、
七
蕃
切

り
と
な
る
と
、
近
郷
の
力

士
で
あ
り
、
各
村
々
の
相

撲
大
会
で
顔
を
合
わ
せ
る

強
豪
揃
い
で
あ
る
。

三
番
切
、
五
番
切
、
七

番
切
と
進
み
、
梵
天
を
勝

ち
と
っ
た
者
は
、
出
店
か

ら
祝
金
を
も
ら
い
、
意
気

揚
々
と
引
き
上
げ
る
。

通
学
が
不
便
な
と
こ
ろ
に
子
ど
も
は
い
な
い

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
こ
そ
本
筋



日
本
共
産
党
山
形
県
議

団
は
、
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
の
拡
大
や
、
私
学
助

成
、
学
童
保
育
へ
の
補
助

の
拡
大
、
毎
年
の
福
祉
灯

油
の
実
施
な
ど
、
住
民
運

動
と
の
共
同
で
県
政
を
動

か
し
、
豊
か
な
実
績
を
あ

げ
て
き
ま
し
た
。

、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
も

国
の
支
援
対

象
か
ら
外
さ

れ
た
「
児
童

関
係
施
設
職

員
へ
の
５
万

円
の
慰
労

金
、」国の

支
援

が
乏
し
い
中

で
経
営
が
苦

し
い
「
民
間
の
病
院
に
50

万
円
、
診
療
所
に

万
円

30

の
支
給
金
、」

、

学
生
へ
の
支
援
米
な
ど

県
民
か
ら
の
感
謝
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
告
示
、
４
月
９
日

31
投
票
の
県
議
選
に
、
鶴
岡

選
挙
区
で
は
、
現
職
は
日

本
共
産
党
の
関
と
お
る
、

野
党
系
無
所
属
の
今
野
、

高
橋
県
議
の
３
人
、
自
民

党
は
新
人
３
人
が
立
候
補

を
表
明
し
て
い
ま
す
。

前
回
・
最
下
位
当
選
の

関
得
票
７
９
６
４
票
の
大

幅
な
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

民
報
読
者
の
ご
支
援
が
ぜ

ひ
と
も
必
要
で
す
。

が
こ
の
人
、
次
は
再
任
さ

れ
る
だ
ろ
う
か
。

▲
諫
早
湾
の
締
め
切
り
問

題
。
開
門
と
閉
門
と
２
つ、

の
判
決
が
あ
っ
た
ん
だ
が

国
の
意
に
沿
っ
た
閉
門
に

決
ま
っ
た
と
い
う
。

▲
石
川
県
の
原
発
。
複
数

の
断
層
に
活
断
層
の
恐
れ

が
あ
る
・
と
さ
れ
て
き
た

。

、

専
門
家
の
結
論
こ
の
頃

国
や
電
力
会
社
の
意
に
沿

「

」

っ
た
活
断
層
で
は
な
い

と
の
結
論
至
っ
た
と
。
先

の
専
門
家
の
知
見
が
イ
ケ

な
か
っ
た
の
か
。
又
は
。

▲
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ん
て
名
前
を
付
け
た
カ

ー
ド
を
、
国
民
み
ん
な
に

持
た
せ
よ
う
と
あ
の
手
こ

の
手
だ
。
そ
れ
に
莫
大
な

金
を
使
う
程
、
為
政
者
に

は
魅
力
的
な
物
だ
と
い
う

事
は
、
国
民
に
は
心
配
な

シ
ロ
モ
ノ
で
は
？

▲
大
軍
拡
予
算
と
言
う
こ

の
頃
の
動
き
、
為
政
者
の。

望
む
方
向
へ
一
直
線
ダ
デ

加
え
て
、
予
算
国
会
で
野。

党
内
か
ら
共
産
党
攻
撃
も

流
れ
が
変
じ
ゃ
な
い
？
戦

（

）

争
へ
の
心
配
は
？
石
川

レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
と
は
、

１
９
４
９
年
か
ら

年
、

50

ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の
指
示

で
政
府
や
企
業
が
共
産
党

員
と
そ
の
支
持
者
４
万
人

以
上
を
無
法
に
解
雇
し
た

こ
と
で
あ
る
。

ひ
で
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ

を
そ
の
著
書
に
補
足
し
追

っ
て
み
る
。

驚
く
べ
き
時
代
背
景
が

あ
っ
た
。
当
事
者
の
共
産

党
が
、
読
者
の
質
問
に
回

答
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
戦
後
１
年

（
同
年
７
月
５
日
、
三
鷹

）

事
件
（
同
日
、
松
川
事

）
15

写

件
（
同
年
８
月

日
・

17

）
の
国
鉄
３
大
謀
略
事

真件
を
で
っ
ち
あ
げ
「
共
産

、

」

、

党
員
の
仕
業
と
流
布
し

共
産
党
へ
の
恐
怖
心
を
あ

お
り
た
て
た
。

ひ
と

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で
夫
妻

青
山

崇

し
な
い
。
私
を
叱
っ
た
父

」

、

を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
に

希
望
を
か
な
え
、
平
等
に

愛
情
を
分
け
な
が
ら
生
活

し
て
ゆ
く
日
々
。
ま
た
成

長
し
て
ゆ
く
こ
の
子
た
ち

が
、
夫
亡
き
後
、
ひ
で
の。

さ
さ
え
に
も
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
が
、
ひ
で
は
、

レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
で
教
壇
を

追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ほ
ど
は
、
労
働
運
動
や
民

主
的
運
動
の
発
展
を
促
進

し
て
い
た
。

し
か
し
１
９
４
９
年
１

月
総
選
挙
で
の
共
産
党
躍

進
（
４
か
ら

議
席
、
同
）

35

年

月
中
華
人
民
共
和
国

10
成
立
な
ど
に
直
面
し
、
対

日
政
策
を
１
８
０
度
転
換

し
「
反
共
」
政
策
を
前
面

、
に
だ
し
た
。

ま
ず
こ
れ
ら
の
運
動
を

担
っ
て
き
た
共
産
党
の
弾

圧
で
あ
る
。

１
９
４
９
年
７
月
上
旬

か
ら
８
月
中
旬
ま
で
の
わ

ず
か
１
ヶ
月
半
に
、
下
山

（
国
鉄
総
裁
）
轢
死
事
件

５
人
の
子
た
ち
と
新

し
く
歩
む
①

…

と
こ
ろ
が

宏
・
哲
・
惇
・
せ
つ
子

・
士
郎
、
一
番
上
の
宏
が

中
学
１
年
生
で
下
の
士
郎

は
や
っ
と
４
歳
、
５
人
の

子
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

新
し
く
出
発
す
る
。

「
お
前
は
子
ど
も
に
甘

い
ば
っ
か
り
で
、
教
育
を

山
形
県
議
選
挙

日
告
示

31

豊
か
な
実
績

関
と
お
る

世
の
動
き
が
・
・
・

あ
る
国
の
人
。
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
監
獄
に
い
て

受
け
た
ん
だ
と
。
そ
の
人

が
懲
役

年
に
決
ま
っ
た

10

と
。
世
界
が
認
め
る
平
和

の
行
動
が
、
そ
の
国
の
為

政
者
が
気
に
い
ら
な
い
と

い
う
事
だ
。
こ
れ
が
出
来

る
の
が
国
家
権
力
だ
。

▲
学
術
会
議
の
６
人
を
政

府
は
任
命
を
拒
否
し
た
。

理
由
を
言
わ
な
い
政
府
。

任
命
者
（
為
政
者
）
が
気

に
い
ら
な
い
か
ら
な
ん
だ

が
、
こ
れ
も
権
力
だ
。

▲
テ
レ
ビ
の
内
容
に
政
権

が
眼
を
光
ら
せ
て
い
る
。

気
に
入
ら
な
い
と
電
波
を

止
め
る
・
と
言
っ
て
問
題

に
。
今
・
改
め
て
国
会
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、

当
時
の
担
当
大
臣
・
啖
呵
た
ん
か

を
切
っ
た
。
議
員
も
辞
め

る
と
言
っ
て
は
文
書
の
改

ざ
ん
と
い
う
現
実
が
。

▲
原
発
の
運
用
期
間
延
長。

で
一
人
だ
け
が
反
対
し
た

理
由
は
、
科
学
的
知
見
で

な
い
か
ら
と
明
快
だ
っ
た


